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部品からの構造再構成を通した学習 
－マルチモーダル統合と部品・構造・体験の共有化－ 

平嶋 宗†  

†広島大学大学院先進理工系科学研究科 〒739-8527 広島県東広島市鏡山 1-4-1 
E-mail:  †tsukasa@lel.hiroshima-u.ac.jp 

あらまし 本稿では，教師が提供する部品を用いて学習者が学習内容の意味的構造を再構成する「部品からの構造

再構成を通した学習」について概説する．この学習法の特徴は，（１）マルチモーダル統合学習：学習者は視覚，聴

覚，読み書き，体感（VARK）といった複数の感覚モードを統合的に活用することで，学習内容への多角的な理解を

深めることができることと，（２）部品・構造・体験共有学習：教師や学習者同士が共通の部品と構造を用いるため，

他者の活動の理解や自身の活動の説明が容易となり，協調的活動の促進が期待できることである．さらに，（３）補

助された発見学習（構造発見・部品発見）：部品化によって失われた構造における部品の意味（文脈）を探索的な組

立を通して発見する必要がある，および（４）持続的学習を支える高品質な部品と構造：前後の学習との接続を踏

まえて部品と構造が用意されているといった特徴も合わせ持つ． 
キーワード  マルチモーダル統合，部品共有，構造共有，体験共有，組立学習， 
 

Learning Through Structural Recomposition from Components 
－Multimodal Integration and the Sharing of Components, Structures, and Experiences－ 

†Tsukasa HIRASHIMA†  

†Graduate School of Advanced Science and Engineering, Hiroshima University  1-4-1 Kagamiyama, Higashi-
Hiroshima, Hiroshima, 739-8527 Japan 

†E-mail:  †tsukasa@lel.hiroshima-u.ac.jp 
Abstract This paper outlines the " Learning Through Structural Recomposition from Components" in which learners 

recompose structures using components provided by the teacher. This learning method is characterized by the following features: 
(1) Multimodal Integrated Learning: Learners deepen their understanding of the learning target from multiple perspectives by 
integrating various sensory modes, such as visual, auditory, reading/writing, and kinesthetic (VARK); (2) Learning through 
Shared Components, Structures, and Experiences: The use of common components and structures by teachers and learners 
facilitates understanding of others’ activities and explanations of one’s own activities, thereby promoting collaborative activities. 
Systems can also participate as stakeholders in this sharing. Additionally, (3) Assisted Discovery Learning: Learners can actively 
explore and assemble the provided components, thereby discovering the roles and functions of the structures and components 
themselves, which promotes active learning. Lastly, (4) Sustainable Learning Supported by High-Quality Components and 
Structures: recomposing teacher-designed structures ensures high-quality outcomes, supporting sustainable learning. 

Keywords  Multimodal Integration, Component-, Structure-, and Experience-Sharing, Learning through recomposition 
 
1. まえがき  

物や事を要素と関係に分節化・構造化することで，

その物や事の意味を共有可能な形で記述し，この記述

に基づいて人同士や人とシステムの様々なインタラク

ションを設計・開発することを知識工学的アプローチ

と呼ぶ [1]．学習工学は，この知識工学的アプローチを

人の学習の支援に適用するものである [2]．  
学習内容は，知識工学が主に対象とする事象と比較

した場合，すでにある程度分節化・構造化されており，

少なくとも教師にとっては共有性のある記述がなされ

ているといってよいであろう．したがって，教師の活

動である教授の立場からは，学習内容に関して知識工

学的な試みを行う必要性は乏しいかもしれない．しか

しながら，学習の主体は学習者であり，その学習者に

とって共有性のある意味的な記述になっているかを考

えてみると，検討の余地があるといえる．つまり，「「学

習者にとっての」意味の共有可能性」を重視し，学習

の文脈への適用性を高めるのが学習工学といえる．  
筆者は学習者と教授者，そしてシステムの三者が共

有可能な学習内容についての構造的・明示的記述を試
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みるという観点からの学習工学の研究を行ってきた．

筆者が初期に行った研究では，個々の学習内容の特性

に応じた記述と，その特性を活用した教授・学習活動

（学習者間や教授者・システムによる支援を含む）の

設計・開発といった学習内容の個別性・特殊性に重き

を置く方針をとっていたため，一般性のある教授・学

習活動の提案はできていなかった．このこと踏まえた

研究の一般化を指向して，学習内容に関する記述を学

習者にとって直接的なアクセス・共有・操作可能なも

のにすることを目指すアプローチを提唱し，「オープン

情報構造アプローチ」[3]と呼んでいる．本稿で説明す

る「部品からの構造再構成法」は，オープン情報構造

アプローチにおける教授・学習法の一つと位置付ける

ことができる．この方法では，「教授者が学習内容の記

述・分解・部品化」を行い，「学習者がその部品を用い

た再構成」を行う．この方法は，学習内容についての

明示的・構造的記述が可能であれば，一般的に適用で

きる教授・学習法である．  
「部品からの構造再構成法」による教授・学習活動

は， (I)構造化，（ II）部品化，（ III）再構成，（ IV）比較

評価，（V）改善，の五つの段階を持った図１のような

サイクルをなす．まず，教授者等のエキスパートが学

習内容について記述を行う（ (I)構造化）．次に，この構

造を分解して部品化する（ (II)部品化）．構造は構成要

素と構成要素間の関係（関係要素と呼ぶ）として分節

化されるため，分解によって再構成のための部品群を

生成できる．この部品群を学習者に提供し，構造の再

構成を行わせる（ (III)再構成）．  
構造は単なる部品の集合ではないため，部品を用い

て元の構造，つまり学習内容の構造を構成するためは，

個々の部品が構造においてどのような意味を持つかと

いう，部品だけからは得られない情報が必要となる．

この部品単体での意味と構造における意味の差を学習

者自身で埋める必要があることが，部品からの再構成

が学習に資する理由となる．この意味の差がいわゆる

「文脈」であるといえる．なお，「部品を与えてしまえ

ば，その再構成は簡単ではないか」との見解もあるが，

これは文脈を把握している場合，つまり「学習がすで

に終了している場合」においては再構成が容易である

との指摘と解釈できる．学習途上にあり，また文脈を

共有できていない学習者の観点を重視するのが本論で

ある．  
再構成の結果の構造は，元の構造と対応付けて比較

することにより，部分構造単位での評価が可能となる

（（ IV）比較評価）．また，比較する二つの構造はどち

らも同じ要素で構成されているため，比較のシステム

化・自動化が可能である．そして，この評価結果に基

づいて，再構成された構造へのフィードバックとそれ

に基づく修正や再学習といった学習の改善が行われる

（（V）改善）．ここで，再構成は学習内容についての理

解を深める学習活動であると共に， (IV)比較評価とそ

の結果に基づく（ IV）改善を含めた形成的評価・フィ

ードバックの意味も持つ．また，比較評価と改善は，

学習についての問題点の指摘と改善してだけでなく，

構造化及び部品化の問題点の指摘と改善と捉えること

ができる．このため，図 1 に示したように，(I)構造化，

（ II）部品化という教授者の活動，（ III）再構成という

学習者の活動への改善を促すだけでなく，前段階で行

われる教授や学習に対する改善を促すことにもなる．  
以下本稿では，筆者が取り組んできたいくつかの研

究事例について，部品からの構造再構法の観点から紹

介する．さらに，この学習法の妥当性を，従来の学習

理論と照らし合わせて論じる．  

 

2. 部品からの構造再構成法の利点  
本章では，部品からの構造再構成法の持つ利点とし

て，（１）マルチモーダル統合学習，（２）部品・構造・

体験共有学習，（３）補助された発見学習（構造発見・

部品発見），および（４）持続的学習を支える高品質な

部品と構造，について概説する．  

2.1. マルチモーダル統合  
VARK（Visual, Auditory, Reading/Writing, Kinesthetic）

モデル [4]は，学習者が異なる感覚モダリティ（V=視覚，

A=聴覚，R/W=読み書き，K=体感）を活用することで

学びを深める理論である．それぞれのモダリティには，

情報を理解し，記憶し，応用する際の特有の利点があ

り，これらを統合的に活用することで，学習の質が向

上するとされている．本研究が提案する部品からの構

造再構成法は，VARK の各モダリティに対応する学習

活動を含んでおり，学習者が多角的に対象を理解する

ことを可能にする．   
構造再構成法では，学ぶべき構造は視覚化される．

この視覚化によって，学習者の全体像の把握や関係性

図１  部品からの構造再構成法の教授学習サイ

クル 
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の理解が促される．また，部品を実際に操作して構造

を組み立てる活動は，試行錯誤を伴う体感的な学習を

可能にし，深い理解や記憶の定着を促すと期待できる．

また，必然的に部品やその関係性が言語化されるので，

構造に関する聴覚的および読み書きとしての情報処理

が他のモーダルと関係づけ可能となる．このように，

部品からの構造再構成では，Visual と Kinesthetic が中

心 的 な 役 割 を 果 た し ， 言 語 化 さ れ た Auditory と

Reading/Writing がこれを補完することで，各モーダル

が統合的に利用可能となっている．   

2.2. 部品・構造・体験共有学習  
同じ部品を用いて同じ構造の再構成を試みること

で，学習者は他者の活動や結果への理解が容易となる．

このことにより，部品や構造の共有だけでなく，活動・

体験の共有も促進される．さらに，他者への作用，た

とえば，「どの部品をどのように使ったか」を具体的に

コメントすることが可能になる．これにより，内容に

関する建設的な相互作用が促進されると期待できる．

なお，同じ部品を用いて同じ構造の再構成を試みると

いっても，個々の学習者の理解に基づく試行となるこ

とから，個々の学習者の理解が異なれば，異なる試行

として現れる．これらの異なる現われが同じ部品の異

なる利用として相互に比較可能であることが，部品の

共有化の有用性であり，理解可能性を維持しながら多

様な現れを体験できることは学習の能動性を促進する

と期待できる．  

2.3. 補助された発見学習（構造発見・部品発見）  
提供された部品を受動的に受け入れて再構成する

場合，その組み合わせの数は部品数が増えるに従って

指数関数的に増加する（いわゆる「組み合わせ爆発」）．

したがって，部品の網羅的な組み合わせは現実的な制

約下では不可能であり，あるべき部品や構造を予測し

たうえでの再構成活動が必要となる．この予測を部品

や構造の能動的な生成であり，発見の一種と捉えるこ

とができる．また，部品からの再構成においては，学

習者自身の持つ理解では予測できない部品や構造につ

いても再構成の対象とすることが求められる．これは，

既知の構造の近傍に存在しながら学習者が自力では構

造化できない範囲への学習の契機になっており，この

ような範囲が構造化できれば，その構造化に用いられ

た部品や構造は学習者にとっての発見であったとみな

すことができる．  

2.4. 持続的学習を支える高品質な部品と構造  
意味的学習においては，ある内容を学ぶ際に，それ

以前に学んだ内容との関係づけが重要な役割を果たす．

したがって，以前に並んだ内容が適切に構造化されて

いることが望ましい．さらに，継続的学習においては，

後続の学習内容は前提となる学習内容との接続を踏ま

えて用意されているべきである．したがって，適切な

構造とは，個々の学習内容だけでなく，前後の学習内

容との関係において定まってくるといえる．教授者が

継続的学習を踏まえた適切な構造・部品を用意できる

ことが部品からの再構成の利点の一つとなる  
 

3. 部品からの構造再構成の事例  
概念マップを学習内容の記述として，概念マップの

構成要素を部品として再構成を行うキットビルド概念

マップは，部品からの構造再構成の典型事例であり，

すでに多くの利用実績がある [5,6,7]．順序図の再構成

は，教科書等に掲載されている操作手順や事象の時系

列・因果関係を前後関係として構造化・部品化し，そ

の再構成を行う事例となる．この事例もすでに教育現

場で実践が実施できている．その他の事例としては，

三角ロジック組立演習 [8]と単文統合型算数文章題作

問演習 [9]があり，それぞれ三段論法の構造的記述であ

る形式的三角ロジック [10]，算数文章題の構造的記述

である三文構成モデル [9]及び二重三角図 [11]の再構成

が演習化されている．本章では，キットビルド概念マ

ップについて詳述したあと，順序図の再構成について

も紹介する  

3.1. キットビルド概念マップ 
・概念マップの再構成的利用  

新しい知識を既存の知識と関連づけながら理解し，

それを深く記憶に定着させる学習過程は有意味学習  
[12]と呼ばれている．この学習では，単なる暗記ではな

く，知識の構造を整理し，その中の各要素や関係性を

把握することが重要とされ，この把握により新しい状

況や問題に柔軟に応用できる深い理解を得ることがで

きるとされている．有意味学習を支援する具体的な方

法として，概念マップが広く知られている [13]．概念マ

ップは，知識をノード（概念）とリンク（関係）で視

覚的に表現するツールであり，学習者が知識の全体像

を把握しやすくなるだけでなく，自らの理解を整理し，

振り返るのに役立つとされている．学習者が自分の理

解を自由に記述するこのような概念マップの利用を，

概念マップの内発的利用と呼ぶことにする．  
これに対して，教師やエキスパートが作成した学習

内容についての概念マップをノードとリンクに部品化

し，学習者に部品から再構成させることを，概念マッ

プの再構成的利用と呼ぶことにする．この概念マップ

の再構成的利用では，元となる概念マップが学習内容

の構造的記述であり，それを分解して得られるノード

とリンクからの概念マップの組立てが再構成となる．

キットビルド概念マップは，この概念マップの再構成

的利用の実装例である．  
・教授・学習活動サイクル  
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キットビルド概念マップの教授・学習活動サイクル

を図 2 に示した．まず，学習内容の記述として概念マ

ップが作成される ((I)構造化 )．図 2 では，四つのノー

ドと四つのリンクで構成された概念マップが作成され

ている．この概念マップが分解され，ノードとリンク

かなる部品群となる ((II)部品化 )．この構造化・部品化

は，学習者との共有性を踏まえる必要があり，学習内

容に対する適切な理解が行えていれば再構成できるよ

うになっていなければならない．  
学習者は提供された部品を用いて概念マップの再

構成を行う（ (III)再構成）．生成されたマップは，元の

マップとの比較として診断可能である．図２の比較評

価 ((IV)比較評価 )においては，比較の結果として過剰と

判断されたリンク（実線）と，不足と判断されたリン

ク（破線）がそれぞれ表示されている．元のマップと

再構成されたマップの差分もマップの形で取り出され

るので，キットビルド概念マップでは，差分マップと

呼んでいる．この差分マップは，再構成に対する形成

的評価の結果であり，この結果に基づいて形成的フィ

ードバックを学習者に与えることができる（（V）改善）．

また，この結果は教授者にとっても構造化や部品化の

見直しの契機となる．さらに，概念マップを使う前段

階で行われる教授や学習の再検討のためにも利用可能

といえる．  
・キットビルド概念マップの利点  
(1)マルチモーダル統合学習：概念マップの組立てにお

いては，VARK の各学習スタイルを統合的に活用する

ことが求められる．たとえば，ノードやリンク，およ

びある程度再構成された部分的な概念マップを視覚的

に観察し，操作しながら組み立てることが必要となる．

そして，視覚と操作の対象となる部品は言語化された

表現を持っているため，読み書きとの統合が必要であ

り，さらに，それらについての教授者の説明や，学習

者同士の話し合いなどで聴覚においても統合的に利用

することになる．  
(2)部品・構造・体験共有学習：キットビルド概念マッ

プでは，部品と構造が，学習者，教授者，そしてシス

テムの三者で共有される．この共有は，議論やフィー

ドバックをスムーズにし，誤解や知識の不足を効率的

に補完するための有用と期待できる．  
(3)補助された発見学習（構造発見・部品発見）：概念マ

ップの再構成においては，存在するノードやリンク及

びその組み合わせの予測が必要となる．予測に基づい

て適当なノードやリンクを探すことにより，実時間内

での概念マップの再構成が可能となる．このような予

測は，ノードやリンク及び構造の生成にあたる．また，

自身の理解では概念マップに組み込めないノードやリ

ンクが部品として提供されいた場合，それらについて

の学習内容における意味を学ぶ必要が出てくる．これ

らを概念マップに組み込むことは，理解の拡張となる．

これらの活動は，他者の用意したノードやリンクを自

分の理解に照らし合わせて利用することから，ある程

度試行錯誤的に行われるものであり，部品や構造の意

味を新たに獲得していくことが期待でいるので，構造

発見，部品発見と見なすことができると考えている．   
(4)持続的学習を支える高品質な部品と構造：意味的学

習は，ある時点での学習は，それに先行する学習の結

果がどのように構造化されているかに大きく依存する

としている．継続的学習において概念マップを用いる

場合，ある時点で作成する概念マップは，それに先行

する学習に対する概念マップに依存することを意味す

る．これは，概念マップの質が個別の学習内容だけに

依存するのではなく，前後の学習内容との関係におい

て定めされることを意味する．このような意味での概

念マップの質を維持することは，学習者が自分で部品

を生成する一般的な概念マップでは難しいといえる．

部品からの再構成においては，教授者が元となる概念

マップを用意することになり，継続的学習であれは，

前後の内容を踏まえた概念マップを用意することがで

きる．このことで，持続的学習を支える高品質な部品

と構造，の獲得を支援することができることも，部品

からの再構成法を概念マップに適用する意義である．  

3.2. 順序図の再構成  
・実践  

図２  キットビルド概念マップの教授学習サイク

ル 
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主に事に対する前後関係での分節化と構造化を行

った記述が順序図である．手続きを扱う算数数学や時

間的な状態変化や因果関係を対象とする理科だけでな

く，事象の前後関係を扱う国語においてもこの順序図

による記述は適用可能である．構造としては単純であ

るが，構成要素数の順列としての再構成可能性がある

ため，内容への理解を伴わない再構成は現実的には不

可能といえる．  
「合同な三角形の書き方」を対象とした授業実践で

は，まず図３のような三つの書き方についての説明を

視聴した．そのあと，書き方を部品から再構成する場

面を図 4 のように設定し，個々の児童が持つ学内 LAN
環境に接続された情報ツールを用いて，各児童に再構

成を行ってもらった．実施した教員の感想としては，

児童の授業への参加度が非常に高く，全ての児童が再

構成に取り組めたとしている．また，児童同士の話し

合いも自発的で活発かつ学習目的に沿った有効性の高

いものであったとしている．また，能力が高い児童た

ちはスムーズに三つの書き方を再構成できただけでな

く，他の方法の模索や比較など，より高度な課題に自

発的に取り組んでいたとしている．当該教員がこの実

践を教員研修会で報告したところ，約 90 名の教員か

らコメントが得られており，コメント内容からも関心

の高さがうかがわれた．  
当該教員を中心に，算数における「一つの辺の長さ

とその辺の両端の角の大きさを使った三角形の書き方

（図５）」，「繰り上げのある足し算 (図６ )」，「円の半径

や直径を使った長方形の縦や横の長さの求め方（図７）」

図３ 三種類の合同三角形の書き方 

図４ 合同三角形の書き方の再構成 図８ 文章構成の再構成 

図５ 一つの辺の長さとその辺の両端の角の大き

さを使った三角形の書き方の再構成 

図６ 繰り上がりのある足し算手続きの再構成 

図７ 円の半径や直径を使った長方形の縦や横の

長さの求め方の再構成 
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や，国語の「物語内での出来事の順番 (図８ )」などで実

践が行われ，それらについても上記と同様の感想が得

られている．教材に応じた構造的記述の作成が従来の

教材準備とは異なるた，実施は容易とは言えないが，

準備の手間以上の学習成果が得られていることと，教

員にとっても教材研究になるとの感想も得ており，教

授・学習法の一つとしての普及を目指している．  
・利点  

(1)マルチモーダル統合学習としては，前後関係が順

序構造としての視覚化され，部品からの再構成として

身体的操作化されているといえる．さらに，概念的な

構造として言語化されていることで，視覚化と操作化

が聴覚と読み書きに連動することになる．このことか

ら，順序図の事例においてもマルチモーダル統合学習

としての利点を持つといえる． (2)部品・構造共有学習

としては，同じ部品を持って同じ構造を再構成しよう

としていることから，児童同士の対話が活性化される

ことが観測されている．また，教授者にとっても，児

童が同じ部品を用いていることから，児童に対する指

導を行いやすくなっている． (3)補助された発見学習

（構造発見・部品発見）としては，児童が試行錯誤的

に部品の利用や構造の再構成を行っている様子が観測

されており，これは構造における部品の意味の発見や

構造自体の発見になっているといえる．本来，教科書

等に書かれていることを適切に読みとれれば単なる読

解といえるが，少なくない割合の児童が適切に読解で

きていない実態があり，読むだけでは読解が進まなか

った児童が，再構成の過程で部品や構造に気づくこと

は，本学習法の重要な効果であるといえる．(4)持続的

学習を支える高品質な部品と構造に関しては，単元を

跨いだ授業に対して適用できていないため，現時点で

はこの利点は十分に生かせていないといえる．なお，

順序図の再構成に関しては現時点では探究的に実践し

ている段階であり，定量的な評価は今度の課題である． 
 

4. 従来の学習理論との関係  
「部品からの構造再構成法」は，(a)部品を提供して

いる，(b)教授者の作った構造を用いている，といった

点で，従来の学習・教育理論との適当性に疑問が持た

れることがある．しかしながら著者は，より詳細に検

討すれば，従来の学習理論との間に大きな齟齬はない

と考えている．具体的には，(1) 構成主義，(2) 動機づ

け・エンゲージメント，(3) 協調学習，(4) VARK（マル

チモーダル統合，(5) 意味的学習（meaningful learning），
(6) メタ認知，(7)教材研究，(8)システムによる能動的

支援，といった観点では，部品の提供は阻害要因にな

らないと考えている．以下本章では，これらの観点の

中でも特に重要と思われる，(1)部品提供と構成主義と

の適合性，および (2)部品提供と動機づけ・エンゲージ

メント，について検討する．   

4.1. 部品提供と構成主義  
構成主義は，学習者が自身の経験や認知プロセスを

通じて能動的に知識を構築する過程を重視する学習・

教育理論である [14,15]．この視点からは，部品を学習

者に提供する行為が，学習者の能動性を制約するので

はないかという懸念が生じる可能性がある．本節では，

部品提供が構成主義に適合しており，学習者の能動性

を促進する可能性があることを論じる．  
・部品提供と能動的学習の両立  

部品提供を受けた学習者は，それを単なる受動的に

受け入れるのではなく，予測的に活用することが求め

られる．ここで予測的活用とは，学習者が提供された

部品の役割や関連性を仮定し，それを基に構造を組み

立てる活動を指す．この活動は学習者が自らの思考や

仮説を形成する過程であり，能動的な知識構築を伴う

といえる．例えば，概念マップの再構成においては，

組み合わせの可能性が多すぎるため，全ての可能な組

み合わせを試す受動的な方法での再構成は現実的な無

理といえる．実際の再構成プロセスでは，あるべき部

品や組み立てるべき構造を予測し，その予測に適合す

る部品を探すという活動を行っていることが報告され

ている [16]．つまり，学習者は部品や構造の生成を能動

的に行っていることになり，この予測と確認のサイク

ルは能動的な知識構築プロセスとしての条件を備えて

いるといえる．  
・部品提供と ZPD（最近接発達領域）  

用意された部品や構造が学習者自身では予測や生

成が難しいものである場合，それは学習者が独自には

到達し得ないが，補助等があれば到達しうる理解であ

り，かつ，その到達への支援が教師・他学習者・シス

テムなどの環境から得られる可能性があるという意味

で，ZPD[15]の枠組みに適合性がある．例えば，概念マ

ップの再構成において，提供されたノードやリンクが

学習者自身の理解の範囲外であった場合，そのノード

やリンクに対する学習の機会を得たことになり，他学

習者の振舞や構造化の結果，あるいは教師やシステム

からのアドバイスなどを踏まえて，概念マップに接続

することで，理解の範囲を拡大できたことになる．  
・部品生成と認知負荷の軽減  

「学習者に部品を作らせた方が良いのではないか」

という疑問に対しては，(1)認知負荷の軽減，および (2)
部品の質保証，の観点から部品提供の有効性を主張で

きる．学習者が部品を生成するには，対象の全体像や

文脈を把握する必要があり，初学者にとっては負担が

大きい．適切に設計された部品を提供することで，部

品生成の負荷が軽減され，構造の組み立てに集中でき
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る．また，学習者自身が部品を作成する場合，それが

適切である保証はなく，誤った理解や構造を構築する

リスクがあるが，部品提供ではこのリスクを避けるこ

とができる．   

4.2. 部品提供と動機づけ・エンゲージメント 
部品提供は，学習者自身，他学習者，および教師が

同じ部品を用いるという共通基盤を形成する．これに

より，構造再構成活動も「共通の部品を構造化する」

という意味でゴールが共有されるため，学習者は他者

の活動と自分の活動を容易に比較できる．さらに，教

師の説明も単なる受け入れではなく，比較の対象とし

て位置づけることも可能となる．このような「比較可

能性」と「共有可能性」は，学習者の動機づけやエン

ゲージメントを高めると期待できる．  
他学習者との関係としては，他学習者の活動を観察

することで，自分の活動を改善するヒントを得るとい

った (1)他者の活動からの刺激，を得やすくなる．また，

他者との結果を比較することで，より良い成果を目指

そうとする意欲が高まるといった (2)健全な競争意識

の醸成が期待できる．  
教師との関係としては，教師の説明や模範活動・解

答も，同じ部品を基にしているため，学習者はそれを

比較の対象として評価できる．このことは，教師の構

造を「単に正しいもの」として受け入れるのではなく，

「自分との違い」に着目することで，教師の活動を批

判的に分析する態度を促進すると期待できる．さらに，

教師の構造を参考にしながら自分の理解の正確さや独

自性を客観的に評価できる可能性がある．  
また，同じ部品を用いることで，学習者間や教師と

の間に「同じ課題に取り組んでいる」という共有体験

が形成できる．この共有体験により，学習活動への共

感が生まれるといった (I) 相互理解の向上，他者と成

果を共有する中で，自分の努力の成果が認識されとい

った (II)達成感の強化，が期待できる．  
  

5. まとめ  
学習工学の基礎は，学習者，教授者，そしてシステ

ムが共有できる学習内容の構造的な記述である．この

記述に基づいて教授・学習を行うことで，学習内容や

問題解決活動の透明化や共有体験化を図ることが可能

となる．部品からの再構成法は，この記述を学習者に

組立てさせる方法の提案となる．本稿では，部品提供，

という形態に関する懸念への回答として，文脈が失わ

れた部品群を用いて構造を再構成するためには，文脈

の推定が必要であり，学習途上においては試行錯誤が

行われることから，十分に学習に資する活動になるこ

とを論じた．今後は，この論を基盤として，客観的な

証拠を積み上げていく予定である．  
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